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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年6月1日(2016.6.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）の化合物。
【化１】

　［式中、
　Ｘは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、－ＣＨ２ＣＦ３ま
たはシクロプロピルを表し、
　Ｙは、フェニル、４－Ｃｌ－ベンジル、４－Ｆ－フェニル、４－Ｃｌ－フェニルまたは
２，４－Ｃｌ２－フェニルを表し、
　ＣＫＥは、下記の基：

【化２１】

のうちの一つを表し、
　Ａは、水素、メチル、エチルまたはシクロプロピルを表し、
　Ｂは、水素、メチルまたはシクロプロピルを表し、
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子は、飽和Ｃ５－Ｃ６－シクロアルキルを表
し、それにおいて１個の環員が酸素または窒素によって置き換わっていても良く、メチル
、エチル、メトキシメチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、ブトキシ、トリフルオロ
エトキシ、トリフルオロメチルまたは－Ｏ－ＣＨ２ＣＨＣＨ２によってモノ置換もしくは
ジ置換されていても良く、ここで、Ｎ－置換基はメトキシまたはエトキシに限られ、また
は
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子は、アルキレンジオキシ基（２個の直接隣
接していない酸素原子を含むことで、メチルによってモノもしくはジ置換されていても良
いさらなる５員もしくは６員環を形成している）によって置換されていても良いＣ６－シ
クロアルキルを表し、
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　Ｄは、水素もしくはシクロプロピルを表し、または
　ＡおよびＤは一体となって、１個の炭素原子が酸素によって置き換わっていても良いＣ

３－Ｃ５－アルカンジイルを表し、または
　ＡおよびＤは一体となってアルキレンジオキシ基（２個の直接隣接していない酸素原子
を含んでいても良く、メチルによってモノからジ置換されていることで、さらなる５員環
を形成していても良い）によって置換されていても良いＣ３－Ｃ５－アルカンジイルを表
し、または
　ＡおよびＱ１は一体となってＣ３－Ｃ４－アルカンジイルを表し、
　Ｑ２は水素を表し、
　Ｇは、水素（ａ）を表し、または下記の基：
【化２２】

のうちの一つを表し、
　Ｌは酸素を表し、
　Ｍは酸素を表し、
　Ｒ１はＣ１－Ｃ６－アルキルを表し、
　Ｒ２はＣ１－Ｃ６－アルキルを表し、または
　Ｇは下記の基（ｇ）：

【化２３】

を表し、
　Ｌは酸素を表し、
　Ｒ６およびＲ７は一体となって、１個の炭素原子が酸素によって置き換わっているＣ５

－アルキレン基を表す。］
【請求項２】
　Ｘがメチルまたはエチルを表し、
　Ｙが４－Ｆ－フェニルまたは４－Ｃｌ－フェニルを表し、
　ＣＫＥが、下記の基：
【化２４】

のうちの一つを表し、
　Ａが水素またはメチルを表し、
　Ｂが水素またはメチルを表し、
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子が飽和Ｃ６－シクロアルキルを表し、それ
において１個の環員が酸素によって置き換わっていても良く、メチルもしくはメトキシに
よってモノ置換されていても良く、
　Ｄが、水素もしくはシクロプロピルを表し、または
　ＡおよびＤが一体となって、Ｃ３－アルカンジイルを表し、
　Ｇが水素（ａ）を表す請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。



(4) JP 2014-522877 A5 2016.7.21

【請求項３】
　Ｘがメチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチルまたは－ＣＨ２－ＣＦ

３を表し、
　Ｙがフェニル、４－Ｃｌ－ベンジル、４－Ｆ－フェニル、４－Ｃｌ－フェニルまたは２
，４－Ｃｌ２－フェニルを表し、
　ＣＫＥが、下記の基：
【化２５】

のうちの一つを表し、
　Ａが水素、メチルまたはシクロプロピルを表し、
　Ｂが水素、メチルまたはシクロプロピルを表し、
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子が飽和Ｃ６－シクロアルキルを表し、それ
において１個の環員が酸素もしくは窒素によって置き換わっていても良く、メチル、エチ
ル、メトキシ、エトキシ、ｎ－プロポキシ、トリフルオロメチルもしくは－Ｏ－ＣＨ２Ｃ
ＨＣＨ２によってモノ置換もしくはジ置換されていても良く、ここで、Ｎ－置換基はメト
キシもしくはエトキシに限られ、
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子が、アルキレンジオキシ基（２個の直接隣
接していない酸素原子を含むことから、メチルによってモノ置換されていても良いさらな
る６員環を形成している）によって置換されていても良いＣ６－シクロアルキルを表し、
　Ｄが水素もしくはシクロプロピルを表し、または
　ＡおよびＤが一体となってＣ３－アルカンジイルを表し、
　ＣＫＥ＝基（８）の場合にＡおよびＤが一体となって－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）

２－を表し、
　Ｇが水素（ａ）を表し、または基（ｇ）：
【化２６】

を表し、
　Ｌが酸素を表し、
　Ｒ６およびＲ７が一体となって、１個の炭素原子が酸素によって置き換わっているＣ５

－アルキレン基を表す請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　（Ａ）下記式（Ｉ－１－ａ）の化合物：
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【化２７】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｄ、ＸおよびＹは上記の意味を有する）を得るために、下記式（ＩＩ）
の化合物：
【化２８】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｄ、ＸおよびＹは上記の意味を有し、
　Ｒ８はアルキルを表す。）を、希釈剤の存在下および塩基の存在下に分子内縮合する；
　（Ｂ）下記式（Ｉ－２－ａ）の化合物：
【化２９】

（式中、Ａ、Ｂ、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）を得るために、下記式（ＩＩＩ）
の化合物：
【化３０】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｘ、ＹおよびＲ８は上記の意味を有する。）を、希釈剤の存在下および
塩基の存在下に分子内で縮合させる；

　（Ｆ）下記式（Ｉ－６－ａ）の化合物：
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【化４０】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）を得るために、下記
式（ＶＩＩＩ）の化合物：
【化４１】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは上記の意味を有し、
　Ｒ８は、アルキルを表す。）を、適切な場合に希釈剤の存在下および塩基の存在下に分
子内で環化させる；
　（Ｈ）下記式（Ｉ－８－ａ）の化合物：

【化４４】

（式中、Ａ、Ｄ、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）を得るために、下記式（Ｘ）の化
合物：
【化４５】

（式中、ＡおよびＤは上記の意味を有する。）を、
　α）下記式（ＶＩ）の化合物：
【化４６】

（式中、Ｈａｌ、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）と、適切な場合に希釈剤の存在下
におよび適切な場合に酸受容体の存在下に反応させる、または
　β）下記式（ＸＩ）の化合物：
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【化４７】

（式中、ＸおよびＹは上記の意味を有し、Ｕ１はＮＨ２もしくはＯ－Ｒ８を表し、Ｒ８は
上記の意味を有する。）と、適切な場合に希釈剤の存在下におよび適切な場合に塩基の存
在下に反応させる、または
　γ）下記式（ＸＩＩ）の化合物：
【化４８】

（式中、Ａ、Ｄ、Ｘ、ＹおよびＲ８は上記の意味を有する。）と、適切な場合に希釈剤の
存在下におよび適切な場合に塩基の存在下に反応させる；
　（Ｌ）下記で示した式（Ｉ－１－ｂ）、（Ｉ－２－ｂ）、（Ｉ－６－ｂ）または（Ｉ－
８－ｂ）の化合物

（Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｑ１、Ｑ２、Ｒ１、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）を得るために、
上記で示した式（Ｉ－１－ａ）、（Ｉ－２－ａ）、（Ｉ－６－ａ）または（Ｉ－８－ａ）
の化合物（Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）を、各場合で
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　（α）下記式（ＸＶＩ）の酸ハライド：
【化５５】

（式中、Ｒ１は上記の意味を有し、
　Ｈａｌはハロゲンを表す。）と、または
　（β）下記式（ＸＶＩＩ）のカルボン酸無水物：

【化５６】

（式中、Ｒ１は上記の意味を有する。）と、適切な場合に希釈剤の存在下におよび適切な
場合に酸結合剤の存在下に反応させる；
　（Ｍ）下記で示した式（Ｉ－１－ｃ）、（Ｉ－２－ｃ）、（Ｉ－６－ｃ）または（Ｉ－
８－ｃ）の化合物

（Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｑ１、Ｑ２、Ｒ２、Ｍ、ＸおよびＹは上記の意味を有し、Ｌは酸素を表す
。）を得るために、上記で示した式（Ｉ－１－ａ）、（Ｉ－２－ａ）、（Ｉ－６－ａ）ま
たは（Ｉ－８－ａ）の化合物（Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは上記の意味を有す
る。）を、各場合で下記式（ＸＶＩＩＩ）のクロルギ酸エステル：

【化５７】

（式中、Ｒ２およびＭは上記の意味を有しする。）と、適切な場合に希釈剤の存在下にお
よび適切な場合に酸結合剤の存在下に反応させる；
　（Ｒ）下記で示した式（Ｉ－１－ｇ）、（Ｉ－２－ｇ）、（Ｉ－６－ｇ）または（Ｉ－
８－ｇ）の化合物
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（Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｌ、Ｑ１、Ｑ２、Ｒ６、Ｒ７、Ｕ、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）
を得るために、上記で示した式（Ｉ－１－ａ）、（Ｉ－２－ａ）、（Ｉ－６－ａ）または
（Ｉ－８－ａ）（Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは上記の意味を有する。）を各場
合で、
　（β）下記式（ＸＸＶ）のカルバモイルクロライド類：
【化６４】

（式中、Ｌ、Ｒ６およびＲ７は上記の意味を有する。）と適切な場合に希釈剤の存在下に
および適切な場合に酸結合剤の存在下に反応させる、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物
の製造方法。
【請求項５】
　少なくとも一つの請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物を含む、有害生物および／または
望ましくない植生を防除するための組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物を、動物害虫、望ましくない植生および／またはそ
れらの生息場所に作用させる、害虫および／または望ましくない植生の防除方法。
【請求項７】
　動物害虫および／または望ましくない植生を防除するための請求項１に記載の式（Ｉ）
の化合物の使用。
【請求項８】
　請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物を増量剤および／または界面活性剤と混合する、病
害生物および／または望ましくない植生を防除するための組成物の製造方法。
【請求項９】
　有害生物および／または望ましくない植生を防除するための組成物を製造するための請
求項１に記載の式（Ｉ）の化合物の使用。
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【請求項１０】
　成分として、
　（ａ′）少なくとも一つの式（Ｉ）の化合物（Ｘ、ＹおよびＣＫＥは請求項１に記載の
意味を有する。）

　および
　（ｂ′）化合物：Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ７、Ｓ８、Ｓ９、Ｓ１０、
Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ１４およびＳ１５の群からの少なくとも一つの作物植物適合
性改善性化合物
を含む、有効量の活性化合物組み合わせを含む組成物であって、
　Ｓ１が式（Ｓ１）の化合物：

［記号および指数はそれぞれ下記のように定義され、
　ｎＡは０から５の自然数であり；
　ＲＡ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、ニトロま
たは（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルであり；
　ＷＡは、ＮまたはＯの１から３個の環ヘテロ原子を有する部分不飽和もしくは芳香族の
５員複素環の群からの置換されていないか置換されている２価複素環基であり、その環に
は少なくとも１個の窒素原子および最大で１個の酸素原子が存在し；
　ＲＡ

２は、ＯＲＡ
３、ＳＲＡ

３もしくはＮＲＡ
３ＲＡ

４または少なくとも１個の窒素原
子および３個以下のヘテロ原子を有する飽和もしくは不飽和の３から７員複素環（それは
窒素原子を介して（Ｓ１）におけるカルボニル基に結合しており、置換されていないか（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシもしくは置換されていても良いフ
ェニルの群からの基によって置換されている。）；
　ＲＡ

３は、水素または置換されていないか置換されている脂肪族ヒドロカルビル基であ
り；
　ＲＡ

４は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシまたは置換
されているまたは置換されていないフェニルである。］；
　Ｓ２が下記式（Ｓ２）の化合物：

　［式中、記号および指数はそれぞれ下記のように定義され、
　ＲＢ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ニト
ロまたは（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルであり；
　ｎＢは、０から５の自然数であり；
　ＲＢ

２は、ＯＲＢ
３、ＳＲＢ

３もしくはＮＲＢ
３ＲＢ

４または少なくとも１個の窒素原
子および３個以下のヘテロ原子を有する飽和もしくは不飽和の３から７員複素環（それは
窒素原子を介して（Ｓ２）におけるカルボニル基に結合しており、置換されていないか（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシもしくは置換されていても良いフ
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ェニルの群からの基によって置換されている。）であり；
　ＲＢ

３は、水素または置換されていないか置換されている脂肪族ヒドロカルビル基であ
り；
　ＲＢ

４は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシまたは置換
されているまたは置換されていないフェニルであり；
　ＴＢは、置換されていないか１個もしくは２個の（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル基または［
（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ］カルボニルによって置換されている（Ｃ１またはＣ２）－
アルカンジイル鎖である。］；
　Ｓ３が下記式（Ｓ３）の化合物：

　［式中、記号および指数はそれぞれ下記のように定義され、
　ＲＣ

１は、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキルで
あり；
　ＲＣ

２、ＲＣ
３は同一であるか異なっており、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル
、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルバモイル－（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニルカルバモイル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ジオキソラニル（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキル、チアゾリル、フリル、フリルアルキル、チエニル、ピペリジル、置換
されているまたは置換されていないフェニルであり、またはＲＣ

２およびＲＣ
３が一体と

なって、置換されているまたは置換されていない複素環を形成している。］；
　Ｓ４が下記式（Ｓ４）の化合物またはそれの塩：

　［式中、記号および指数はそれぞれ下記のように定義され、
　ＸＤはＣＨまたはＮであり；
　ＲＤ

１はＣＯ－ＮＲＤ
５ＲＤ

６またはＮＨＣＯ－ＲＤ
７であり；

　ＲＤ
２は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキ

シ、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシカルボニルまたは（Ｃ１－Ｃ４）－
アルキルカルボニルであり；
　ＲＤ

３は、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニルまたは（Ｃ

２－Ｃ４）－アルキニルであり；
　ＲＤ

４は、ハロゲン、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、フェニル、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アル
コキシカルボニルまたは（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルボニルであり；
　ＲＤ

５は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ５－Ｃ６）－シクロアルケ
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ニル、フェニルまたは窒素、酸素および硫黄の群からのｖＤ個のヘテロ原子を含む３から
６員複素環であり、後者の７種類の基は、それぞれハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ２）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ２）－アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ア
ルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルボニルおよびフェニル、そして環状
基の場合にはさらに（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよび（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルの群
からのｖＤ個の置換基によって置換されており；
　ＲＤ

６は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルまたは（Ｃ

２－Ｃ６）－アルキニルであり、後者の３種類の基はそれぞれハロゲン、ヒドロキシル、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ４）－アルキ
ルチオの群からのｖＤ個の基によって置換されており、または
　ＲＤ

５およびＲＤ
６がそれらが有する窒素原子とともに、ピロリジニルまたはピペリジ

ニル基を形成しており；
　ＲＤ

７は、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルであり、後者の２種
類の基はハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシおよ
び（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ、そしてさらに環状基の場合には（Ｃ１－Ｃ４）－アル
キルおよび（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルの群からのｖＤ個の置換基によって置換されて
おり；
　ｎＤは０、１または２であり；
　ｍＤは１または２であり；
　ｖＤは０、１、２または３である。］；
　Ｓ５が下記群から選択される化合物：
３，４，５－トリアセトキシ安息香酸エチル、３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシ安息
香酸、３，５－ジヒドロキシ安息香酸、４－ヒドロキシサリチル酸、４－フルオロサリチ
ル酸、２－ヒドロキシ桂皮酸、１，２－ジヒドロ－２－オキソ－６－トリフルオロメチル
ピリジン－３－カルボキサミドおよび２，４－ジクロロ桂皮酸；
　Ｓ６が下記群からの化合物：
１－メチル－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン、１－メ
チル－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－チオン、１－（２－
アミノエチル）－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン塩酸
塩、１－［２－（ジエチルアミノ）エチル］－６，７－ジメチル－３－チオフェン－２－
イルキノキサリン－２（１Ｈ）－オン、１－（２－メチルスルホニルアミノエチル）－３
－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン；
　Ｓ７が下記式（Ｓ７）の化合物：

　［式中、記号および指数はそれぞれ下記のように定義され、
　ＲＥ

１、ＲＥ
２はそれぞれ独立に、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、
ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ニトロであり；
　ＡＥは、ＣＯＯＲＥ

３またはＣＯＳＲＥ
４であり；

　ＲＥ
３、ＲＥ

４はそれぞれ独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロア
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ルキル、フェニル、ニトロフェニル、ベンジル、ハロベンジル、ピリジニルアルキルおよ
びアルキルアンモニウムであり、
　ｎＥ

１は０または１であり、
　ｎＥ

２、ｎＥ
３はそれぞれ互いに独立に０、１または２である。］；

　Ｓ８が下記式（Ｓ８）の化合物：

　［式中、
　ＸＦはＣＨまたはＮであり、
　ｎＦは、ＸＦ＝Ｎの場合、０から４の整数であり、
　　ＸＦ＝ＣＨの場合、０から５の整数であり、
　ＲＦ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシカ
ルボニル、置換されていても良いフェニル、置換されていても良いフェノキシであり、
　ＲＦ

２は、水素または（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであり、
　ＲＦ３は、水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－
Ｃ４）－アルキニルまたはアリールであり、上記炭素含有基のそれぞれは、置換されてい
ないか１以上のハロゲンおよびアルコキシからなる群からの同一もしくは異なる基によっ
て置換されている。］またはそれの塩；
　Ｓ９が下記群からの活性化合物：
１，２－ジヒドロ－４－ヒドロキシ－１－エチル－３－（５－テトラゾリルカルボニル）
－２－キノロン、１，２－ジヒドロ－４－ヒドロキシ－１－メチル－３－（５－テトラゾ
リルカルボニル）－２－キノロン；
　Ｓ１０が下記式（Ｓ１０ａ）または（Ｓ１０ｂ）の化合物：

［　式中、
　ＲＧ

１はハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、メトキシ、ニトロ、シアノ、ＣＦ３、
ＯＣＦ３であり、
　ＹＧ、ＺＧはそれぞれ互いに独立にＯまたはＳであり、
　ｎＧは０から４の整数であり、
　ＲＧ

２は（Ｃ１－Ｃ１６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、アリール、ベンジル、ハロベンジルであり、
　ＲＧ

３は水素または（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである。］；
　Ｓ１１が下記群（Ｓ１１）からの活性化合物：
　「オキサベトリニル」（（Ｚ）－１，３－ジオキソラン－２－イルメトキシイミノ（フ
ェニル）アセトニトリル）（Ｓ１１－１）、
　「フルキソフェニム」（１－（４－クロロフェニル）－２，２，２－トリフルオロ－１
－エタノン－Ｏ－（１，３－ジオキソラン－２－イルメチル）オキシム）（Ｓ１１－２）
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および
　「シオメトリニル」または「ＣＧＡ－４３０８９」（（Ｚ）－シアノメトキシイミノ（
フェニル）アセトニトリル）（Ｓ１１－３）；
　Ｓ１２が下記化合物：
［（３－オキソ－１Ｈ－２－ベンゾチオピラン－４（３Ｈ）－イリデン）メトキシ］酢酸
メチル；
　Ｓ１３が下記群からの化合物：
　「無水ナフタリン酸」（無水１，８－ナフタリンジカルボン酸）（Ｓ１３－１）、
　「フェンクロリム」（４，６－ジクロロ－２－フェニルピリミジン）（Ｓ１３－２）、
　「フルラゾール」（ベンジル－２－クロロ－４－トリフルオロメチル－１，
３－チアゾール－５－カルボキシレート）（Ｓ１３－３）、
　「ＣＬ３０４４１５」（４－カルボキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン
－４－酢酸）（Ｓ１３－４）、
　「ＭＧ１９１」（２－ジクロロメチル－２－メチル－１，３－ジオキソラン）（Ｓ１３
－５）、
　「ＭＧ－８３８」（２－プロペニル１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン－４
－カルボジチオエート）（Ｓ１３－６）、
　「ジスルホトン」（Ｏ，Ｏ－ジエチルＳ－２－エチルチオエチルホスホロジチオエート
）（Ｓ１３－７）、
　「ジエトラート」（Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－フェニルホスホロチオエート）（Ｓ１３－８
）、
　「メフェナート」（４－クロロフェニルメチルカーバメート）（Ｓ１３－９）；
　Ｓ１４が下記群から選択される活性化合物：
　「ジメピペラート」または「ＭＹ－９３」（Ｓ－１－メチル－１－フェニルエチルピペ
リジン－１－カルボチオエート）、
　「ダイムロン」または「ＳＫ２３」（１－（１－メチル－１－フェニルエチル）－３－
ｐ－トリル尿素）、
　「クミルロン」＝「ＪＣ－９４０」（３－（２－クロロフェニルメチル）－１－（１－
メチル－１－フェニルエチル）尿素
　「メトキシフェノン」または「ＮＫ０４９」（３，３′－ジメチル－４－メトキシベン
ゾフェノン）、
　「ＣＳＢ」（１－ブロモ－４－（クロロメチルスルホニル）ベンゼン）；
　Ｓ１５が下記群から選択される活性化合物：
　（２，４－ジクロロフェノキシ）酢酸（２，４－Ｄ）、
　（４－クロロフェノキシ）酢酸、
　（Ｒ，Ｓ）－２－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）プロピオン酸（メコプロップ）、
　４－（２，４－ジクロロフェノキシ）酪酸（２，４－ＤＢ）、
　（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）酢酸（ＭＣＰＡ）、
　４－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）酪酸、
　４－（４－クロロフェノキシ）酪酸、
　３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸（ジカンバ）、
　３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸１－（エトキシカルボニル）エチル（ラクチ
ジクロール－エチル）
であることを特徴とする、前記組成物。
【請求項１１】
　前記作物植物適合性改善性化合物がメフェンピル－ジエチルである請求項１０に記載の
組成物。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の組成物を、植物またはそれの周囲に作用させる、望ましくない植生
の防除方法。
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【請求項１３】
　望ましくない植生を防除するための請求項１０に記載の組成物の使用。
【請求項１４】
　請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物および請求項１０に記載の作物植物適合性改善性化
合物を、別個に、短期間の間に順次にて、植物またはそれの周囲に作用させる、望ましく
ない植生の防除方法。
【請求項１５】
　下記式（ＩＩ）の化合物。
【化６５】

　［式中、
　Ａ、Ｂ、Ｄ、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｒ８はアルキルを表す。］
【請求項１６】
　下記式（ＩＩＩ）の化合物。

【化６６】

　［式中、Ａ、Ｂ、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｒ８はアルキルを表す。］
【請求項１７】
　下記式（ＶＩ）の化合物。

【化６８】

　［式中、
　ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、、
　Ｈａｌはハロゲンを表す。］
【請求項１８】
　下記式（ＶＩＩＩ）の化合物。
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【化６９】

　［式中、Ａ、Ｂ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、Ｒ８はアル
キルを表す。］
【請求項１９】
　下記式（ＸＩＩ）の化合物。

【化７１】

　［式中、Ａ、Ｄ、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｒ８はアルキルを表す。］
【請求項２０】
　下記式（ＸＩ）の化合物。
【化７５】

　［式中、
　ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｕ１はＮＨ２またはＯ－Ｒ８を表し、
　Ｒ８はアルキルを表す。］
【請求項２１】
　下記式（ＸＸＶＩＩＩ）の化合物。

【化７６】

　［式中、
　ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｕ２は、イミダゾール、Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルカルボキシイミダミド、プロパンホ
スホニル又はハロゲンから選択される脱離基を表す。］
【請求項２２】
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　下記式（ＸＸＩＸ）の化合物。
【化７７】

　［式中、Ａ、Ｂ、Ｄ、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有する。］
【請求項２３】
　下記式（ＸＸＸＩ）の化合物。
【化７８】

　［式中、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有する。］
【請求項２４】
　下記式（ＸＸＸＩＩＩ）の化合物。

【化７９】

　［式中、Ａ、Ｂ、Ｄ、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有する。］
【請求項２５】
　下記式（ＸＸＸＶ）の化合物。
【化８０】

　［式中、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｒ８はアルキルを表し、下記化合物：
【化８１】

は除く。］
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【請求項２６】
　下記式（ＸＸＸＶ－Ａ）の化合物。
【化８２】

　［式中、Ｒ８はアルキルを表し、
　Ｙは請求項１に記載の意味を有し、下記化合物：
【化８３】

を除く。］
【請求項２７】
　下記式（ＸＸＸＶＩＩ）の化合物。

【化８４】

　［式中、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有する。］
【請求項２８】
　下記式（ＸＸＸＶＩＩＩ）の化合物。
【化８５】

　［式中、Ｘ、Ｙ、Ａ、Ｂ、Ｑ１およびＱ２は請求項１に記載の意味を有する。］
【請求項２９】
　下記式（ＸＸＸＩＸ）の化合物。
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【化８６】

　［式中、
　Ａ、Ｂ、Ｑ１、Ｑ２、ＸおよびＹは請求項１に記載の意味を有し、
　Ｒ８′はアルキルを表し、
　Ｒ８は水素またはアルキルを表す。］
【請求項３０】
　下記式の化合物。

【化９０】

　［式中、Ｘ、Ｙ、Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｑ１およびＱ２は請求項１に記載の意味を有する。］
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０５４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０５４５】
　良好な植物耐性および温血動物に対する良好な毒性および環境による良好な耐用性を併
せ持つ本発明による活性化合物は、植物および植物器官を保護し、収穫量を増加させ、収
穫物の品質を向上させ、有害動物、特に農業、園芸、畜産、森林、庭園およびレジャー施
設、貯蔵製品および材料の保護、そして衛生部門で遭遇する昆虫、クモ類、蠕虫および軟
体動物を防除するのに好適である。それらは好ましくは、作物保護剤として用いることが
できる。それらは、通常のように感受性かつ抵抗性の動物種に対して、さらには全てもし
くは一部の発達段階に対して有効である。上記の有害生物には、下記のものがある。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０５４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０５４６】
　節足動物門からの有害生物、詳細にはクモ形類からの有害生物、例えばアカルス属種（
Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アセリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅｌｄｏｎｉ）
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、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アクルス属種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アンフィテトラニクス・
ヴィエネンシス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アルガ
ス属種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ボーフィラス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、ブレビパルプス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ブリオビア・グラミヌム
（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエティオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ
　ｐｒａｅｔｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．
）、コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニサス・ガリナエ（
Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニッシウ
ス（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｕｓ）、デルマトファゴ
イデス・ファリナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマセ
ントル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニクス属種（Ｅｏｔｅｔ
ｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エピトリメルス・ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙ
ｒｉ）、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エリオフィ
エス属種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃ
ｙｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔ
ｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ヘミタルソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒアロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イクソデス属種
（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ラトロデクツス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．
）、ロキソセレス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、メタテトラニクス属種（Ｍ
ｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（Ｎｅ
ｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓａ
　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニトドロ
ス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）、オルニトニッスス属種（Ｏｒｎｉｔｈ
ｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニカス属種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フ
ィロコプトルタ・オレイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ポ
リファゴタルソネムス・ラタス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ
）、ソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファラス属種（Ｒｈｉｐ
ｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（
Ｓｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステノタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｏｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ステノタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕ
ｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、テトラニ
カス属種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ・アルフレズゲシ（Ｔｒ
ｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏｖｉｓ
　ｓｐｐ．）、ヴァサテス・リコペルシキ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）
。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０５６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０５６６】
　軟体動物門の有害生物、詳細には二枚貝綱からのもの、例えばドレイセナ属種（Ｄｒｅ
ｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）、さらには腹足（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）綱から、例えば、ア
リオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ビオンファラリア属種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属種（Ｄｅｒ
ｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．）、リムナエア属種（Ｌ
ｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍｅｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）
、ポマセア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属種（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓ



(21) JP 2014-522877 A5 2016.7.21

ｐｐ．）。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０５６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０５６８】
　線虫門からの植物有害生物、すなわち植物寄生性線虫、詳細にはアフェレンコイデス属
種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒｓａ
ｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅ
ｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メ
ロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ヘ
リコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンホリンクス
属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅ
ｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属
種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アグレンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナコッ
ブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチ
レンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒ
ａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ
属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、クイニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミ
シクリオフォラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アングイナ属種（
Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、
ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プシレ
ンクス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、シュードハレンクス属種（Ｐｓｅｕｄ
ｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）。
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